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（注 1〕 ここで iiう l"f<:服業 lはぷ材に織物を｛止っ
た業績だけでなく， メリヤス，戊市ーなどを原反にした
火服製造業も合まれる。
〔注2〕 大幹紡織協会『繊紙年機』 197!-i年版 ソウ
ノレ 19761ド 凶夫 1。緯l珂繊維協議会『斡閏繊維工業
統古｜』 1977年1,: ソウノレ 19771ド 64ページ。

































































設備 総 設 備 救出部門
年 .~害h ＼～－ 
1 9 6 8 40,609 
1 9 6 9 42,488 
1 9 7 0 50,445 14,000 
1 9 7 1 70,824 37,362 
1 9 7 2 93,758 
1 9 7 3 122,888 
1 9 7 4 129,834 100,840 
l 9 7 5 137,501 115,000 







































































































































































































































































































































































































































Citl) 大枠制J級協会『繊利uド報』 1973年版 ソウ
ル 1974'・ 118ページ。 大韓紡織1frh会『繊鮒i年報』
1975年間正 ソウノL 1975年 1:39ぺ－ : 0 
（注 2) 弘前大学経消研究所『斡同保税γ‘場ノ実熊
分析』ソ市ノレ 1970年 306～：n2ページ。
OU) 前ti』w織紙f斗三割U 1971年）阪 17:lベー ジ。
（注 4) iflJ: . .-4 174ベ』4 ジ。
(/1:5) 前十品『織維fて科技』 1972:f.'版 135ページ。
(it 6）『l経産業新聞』 1977年11月12日。
Ci主7) 前倒『繊鮒fド織』 19711ド版 172～177ベ
ゾゎ





ノレ 1970年 223ペー ジ。
（注11) 韓凶貿易協会 r斡凶貿易史』ソウル 1972 
1・439ページ。前掲『繊総長年報』 1974'4'-版 申請Hl絡。
UU2) 前ぬ『繊維｛j'.報』 1972年間1 137＇しージ。
（注13) 『日経産業新聞』 1977年IUJ1211 o 





（注15) 前樋『繊維年報』 1974年版 171ページ。
（注16〕 同k香 27ページ。
〔注17) 朝興銀行「輸出縫製業界ノ動［i,J（『朝興経
済』 1976年 1月弘前掲『繊維年報』 1975年版輸出
掛。































1970 14,561 11,389 9,904 
1971 17,349 13,:rn:i 11,765 
1972 20,104 16,388 1:3, 352 
1973 22,330 19,143 …I 8 91:i 1974 :l0,209 27,571 19,931 
1975 :18,:-l78 :n,393 25,152 11.fi87 
1 9 7 (i 51，ほお 45,681 ]5,789 
（出所） 1970～71年は『韓国織維年報』各年版の記
事より引用。 1972～76年は韓国繊維協議会『緯国
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年度
（出｝9r) 韓国貿易協会 『斡国貿易年鑑』 1972年版















































































































































































（注 l) W oriel Prnk, Korea, E~ltimore, John 
干TopkinsUniv. Pr剖 s,1976‘p. 172‘ 
(/1' 2) lr:#Tti:け特リ 19781!' 3 J25卜lO 
(I七3〕 前倒『明 1IO＞γパレノLP長君主』 298ペ－ C 
（注4) 前崎『繊維年報』 1975年J『i l日ベ









(tl: 9〕 前鍋『織if!'年報』 1972年版 137ページ，
1976年版 140べ－ ；。





(I_仁1:l) 前倒『繊新年採』 1976{fJ阪 140ベ』ジ。
（注14）妥戸干「ノLポ平和l点和統一rl1l揚J（『新





}f同際価絡コ 1）向イカ！（『JIf1J中央』 1978'1:1月） 109
ベ 占ジ 。
Ci主17〕 前W1『繊＊1i.T.'.J住統は；u rn111r版 268へ
ジ。
（注18) 前倒 l'H本の六月日産業』 387べ－ :; 0 
（涼19) 前十ぜJ 『繊維年報』 1974年版 176・えージ。
〔／1'20) 通路省＇ t/ti際業日系Ii『新しい繊利尿業のあ
り方，Ij凶尚産業千i 1977年 94ベー；〆れ
Ci主21) (Ift日『j'J&fl:年報，J1974｛ド｜仮 171べ－－ ; 0 
がJII新聞経irm; I' ・ 千万人J)j裁鮒』 1JlI l 1ili社 1977 
iJC. 42～45ベル匂：＞0 






(tl:2町 村jl興銀行調査沼 I斡同総 ｛.尚社ノ現況ト諜
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’＇＼ J 235へ－ ＇）。会・n:,lh「まiがJ織工業」（『州議週事長』
1977年12JJ1811 ) 10ペジ。
(i 2) 全国経常時LJ1体，tE{1-｛， 『粁J存!j.;l{d1977il 
1正 ソウノL 1977年：169ベ ン。 rliJIL¥ I繊維年械』
19,tiiJo mx: s:-1へージ c
C ;t ;3) HJ'. nt，針：1$主J iリ7>1-IJY. :JlO, :)tiリヘ←
／ 。
Cl ,1 ) IぃII：，点，121、
U1, !'i) 悦凶J宅業銀Iir申≪i1.凶ノユ二去を』 197“lfc.版・，1,
ノ•＇； JC ]97“）,i'-D 
（注6) If i Ii壬産；支持it剥』 1977 4'.1 J J 14, 151 ！など。
おわりに
韓国衣服業の今後の姿一一つまり輸出はどのよ
鎗図輸出衣服業の発展過程と成長寝間
うに展開するのであろうか。このことについて以
下二，三の問題点を指摘してみたい。
まず第 1は韓国衣服業の国際的な優位性はここ
当分の間崩れそうもないということである。成長
を支えた大きな要因である低賃金，量産一貫生産
体制，先進国プラス中東アフリカなどの産油国へ
の市場進出，政府の輸出第一主義などは，どれー
っとっても日本や香港，台湾などの競争国よりも
有利であり，中・下級製品の輸出であれば，これ
からこそ真の競争力がでてくると言えなくもない
のである。
しかし衣服類輸出拡大のテンポは以下のような
要因で今後は鈍化することは確実であろう。韓国
の衣服輸出規模は世界の衣類貿易額のなかでおよ
そ10%を占めたことでも明らかなように相当な割
合となり，それだけに輸入国の抵抗は今後ますま
寸ー激しくなると予想される。したがっていままで
実植されてきた輸入ク寸ーター制はさらに強化さ
れる見通しとなる。また輸入規制外商品である非
制限品目の開発は中心的な商品でないだけに限界
があるし，産油国市場の規模も先進国市場の大き
さに比べればし、くらにもならないので，当凶代替
市場としては大きくは期待できそうもない。市場
的な条件はいずれの面をとっても従前より不利に
なるとみらオしるのである。
それだけに付加価値の，r,;し、ブアション製品がど了
後問題になる。しかしこれには文化，情報のレベ
ルが決め手のうえ，今まではほとんど手がつけら
れていなU、製M，企画，開発といったプアシ：r＞企
業としての最も重要な課題に直面することにな》
て，生地とミシンと低賃金労働力があればできる
という従来の生産システムでは如何ともしがたい
のである。それにもかかわらずブアション製品を
志向するならば，多種少量生産とし、う生産上の特
31 
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徴から現在の量産システムは逆にマイナスに転ず
るという問題が生ずる。こういったわけで現在の
量産システムをファション産一業へ転換させること
は相当時聞がかかることになろう。
そこで当分の聞は大衆品中心の現在の衣服生産
をつづけざるを得ないが，これには賃金問題の推
移が何んと言っても重要である。この点最近の賃
金状勢には注目すべき特徴が見いだされる。 Hの
1.でも述べたがこのー，二年の賃金上昇率は20～
30%というように大幅化している。かりにこの上
昇傾向が今後もつづくとすれば有力競争国である
台湾の賃金コスト以上になるのは時間の問題であ
ろうし，これから工業化が本格化する東南アジア
などの後発輸出国に対しでも，コスト格差を引き
おこす可能性は大きい。
もっとも最近の急速な賃金上昇は，労働力の構
32 
造変化よりも物価上昇の調整措置によるとみられ
ているため，物価の推移如何では賃金上昇をそれ
ほど強調するわけにはいかない。また急速な賃金
上昇と言えども，対外的には外国為替相場を切り
下げれば解決されることになる。事実，韓国のウ
ォンは切り下げの歴史であるが，最近は①輸出額
100億ドlレ達成，②貿易収支のほぼ均衡，③外貨
保有額45億ドル等々によって先進国の経済にさま
ざまの影響を与えはじめているため従来のような
安易なウォンの切り下げは相当制約されることに
なろう。
それだけに今後韓国政府がどのような物価鎮静
策を用意するかが韓国衣服輸出の将来をうらなう
ものとして特に注目されるところである。
（アジア経済研究所図書資料部〕
